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1962 年生まれ。早稻田大学教育・総合化科学学術院教授。
専門は都市論・メディア論・時間論・空間論。時間性と空間性の不可分な構造から社
会について考えることが仕事を貫くテーマ。
著書：『社会（学）を読む』『東京スタディーズ』『モール化する都市と社会』他多数。

〈つながる〉と〈つながらない〉の
はざまで揺れる若者たち。

　facebook や LINE、twitter など、誰かとつながるためのツー
ルがさまざまに用意されている現代、我々は強迫的に誰かと〈つ
ながる〉ことを求め、その一方で〈つながり〉が遮断された無縁
社会を生きている。
 　コミュニティカフェやオンラインコミュニティ、生活協同組
合といった事例を研究対象に、変容する〈つながり〉の意味と形
を捉える一冊。
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